
【取組内容】 ①「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」 学習サイクルの定着

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【実践内容】

【実践の振り返り】

・自立した学習者を育てるため、自ら学ぶ力をつけるよ
う学習サイクルを取り入れた授業を校内研修で提案。
・めあてや学習方法を複数提示し、自己決定の場面を
意図的に多く設定した。
・黒板やGoogleクラスルームを使用して、児童に明示し
た。

・課題設定からまとめ表現まで、一連のプロセスを経験
することで、児童は自ら学びをコントロールしようとする
ようになった。
・児童は学習の過程を何度も見直すことができるので、
安心して学習に取り組むことができた。
・学習サイクルを取り入れることで、授業が単なる知識
伝達の場ではなく、児童が主体的に学び、成長する場と
なった。



【取組内容】 ①「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」
授業における デジタルホワイトボードソフトの活用

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【実践内容】

【実践の振り返り】

【国語】
・段落ごとにピラミッド図で内容をまとめる。

・ダイヤモンドチャートで自分の伝えたい獣医の仕事を整
理させる。

・自身の経験と照らし合わせて、情報分析チャートに自分
が伝える仕事の説明をまとめることができ、考えたことや気
づいたことをまとめる。
【社会】
・校外学習の見学を振り返る。

・学習サイクルの「情報の収集」の活動で、教科書から課題
に対する情報を探して入力する。

・他者参照、情報共有が子どもにとって簡単になる。
・前時に取り組んだことをすぐに見直すことができた。

・内容が違う場合も、友達のまとめたシートを見ること
によって、まとめることができた。



【取組内容】 ①「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」
授業におけるGoogleチャットの活用

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【実践内容】

【実践の振り返り】

【算数】

・複合図形の特徴をチャットに入力し、情報を共有する。

【図工】

・自分の作品のよさや工夫をチャットに入力する。

【書道】

・児童の作品のよさを教師がチャットに入力し、字を書く

時の参考にする。

・チャットでさまざまな意見を収集し、それをも
とに求積方法を考えることができた。

・図工では一人一人の工夫の伝達が、挙手に比べ
て非常に素早く行うことができる。また挙手でき
ない児童にも自分の意見を発表する場を設けるこ
とができた。



【取組内容】 ①「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」
授業におけるGoogleスプレッドシートの活用

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【実践内容】

【実践の振り返り】

・子どもたちがすべて自主的に動けたことは成功であっ
た。また、他者参照や動画での動きの確認、次回への記
録は次時につながり有効であった。

・めあては各自で設定し共有しているため、めあてが同
じなのか違うのかなど、学ぶ相手を決める判断材料とな
る。また、進捗シートから交流相手を見つけやすい。

【体育】
・授業の流れは、➀チーム練習②試合③振り返りで統
一する。

・練習方法は教師のアドバイスやネットより参照。参照
動画はスプレットシートにて全員が確認できるように
アップさせる。振り返りも他者参照可能。
【書道】

・めあてや学習方法の選択、今の状況をすべてスプレッ
ドシートに一元化した。



【取組内容】 ①「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実
授業におけるGoogleフォームの活用

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【実践内容】

【実践の振り返り】

【国語】

・１年生の振り返りは、まだ書くことに時間がかかったり、
言葉がうまく出てこない児童がいたりするため、フォームを
使って振り返りをした。
【特別支援・国語】

・交流学級と単元を同じ時間に進めて、支援級にいながら
「リアルタイムに交流学級とつながっている授業」を目指し
た。情報収集の活動ではフォームでアンケートを自作し、交
流学級の児童にチャットで送った。

・フォームで選択肢を与えることで、低学年でも自分の達成
度を確認することができた。回答は瞬時にグラフになり、教
員も把握がしやすい。

・交流学級の仲間たちからも意見交換できるのは、チャット
やフォームの利点と言える。さまざまな視点から指摘を受け、
情報収集に活かすことができた。ICTを活用することで、児童

が落ち着いて学習できる場所で他者を参照できたり、つな
がったりすることができることが特に有効であった。



【取組内容】 ②情報活用能力 タイピング入力

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-6

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

全学年の児童がタイピングを練習することで、学校生
活における ICT 導入をより円滑なものにする。

週２回以上、指定されたタイピングツールを使い取り組
む時間を設ける。１月に各学年の平均点を集計し、次年
度の目標にした。

【実践内容】

【実践の振り返り】

右のグラフは、１年生～３年生が、指定された文字入
力を終えるまでの時間、正確性を基にした平均スコア。
４年生～６年生は、５分間の平均入力文字数である。
４年生 602文字 １分あたり120文字
５年生 473文字 １分あたり94文字
６年生 547文字 １分あたり109文字

タイピング入力は文字で例えると書く速度である。入
力が早ければよりスムーズに活動できる。これを来年の
目標にして、また取り組んでいきたい。



【取組内容】 ②情報活用能力 各学年に応じた整理・分析

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-7

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

各学年の発達段階に応じて、教科で整理分析の方法を習得させて
いる。１年生は、書道で手本の字と見比べて正しい字形に気付かせる
「比較」から始める。２年生では図工で作りたい作品の形をマッピング
で考えさせる「関連付け」を行っている。４年生では国語で自分の意
見の根拠を明確化するためにクラゲチャートを使い「理由付け」を学
んでいる。資料にはないが、５年生では討論の授業にバタフライ
チャートを使って賛成・反対の両面から意見文を書くことができるよう
「多面的・多角的」な視点を身に付けさせている。このように、各学年
に応じて「見方・考え方」を学んでいく。

【実践内容】

【実践の振り返り】

本校は単学級であるため、今年度の情報活用能力の育成には、
担任の情報活用能力に頼ってしまっている現状があった。来年に
はどの学年でどんな情報活用能力を育成するか、カリキュラムを
作成し、それに基づいて誰が担任になっても必ず学ぶことができる
ようにしていく。



【取組内容】 ④校務DX ポータルサイトの活用

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-8

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

ポータルサイトを活用し、必要な情報にすぐにアクセス

多くの情報の起点に

・情報にすぐにアクセス

・大幅なペーパーレス化

・共同編集により変更や
追加事項をリアルタイ

ムで共有



【取組内容】 ④校務DX チャットを活用した校内授業研究

春日井市立中央台小学校（愛知県）【指定校】

様式Ⅰ-9

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

現職教育のテーマに沿った取組を紹介
感想や意見を共有
講師の先生も参加・アドバイス

・他の学級での取組を参考にできる


